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絵画 彫刻 建築 文学 音楽 合計
1912 ストックホルム 4 6 9 2 4 25
1920 アントワープ 2 3 1 3 2 11
1924 パリ 65 69 16 32 7 189
1928 アムステルダム 170 86 53 30 13 352
1932 ロサンゼルス 308 132 45 3 1 489
1936 ベルリン 234 117 63 41 31 486












の江⽂也の《台湾の舞曲》が、メダルはならなかったものの、選外佳作 (honorable mention) 
に選ばれました。 
⾔うまでもなく、ベルリン⼤会は、ナチスがプロパガンダに使った⼤会としてよく知ら
















































1937 年 2 ⽉ 22 ⽇に開催されたこの「⼤懇談会」は、そのような⼀ジャンルの中でのセ
クショナリズムの問題をはるかにこえて、絵画、彫刻、建築、⾳楽という、これまでバラバ
ラであった様々なジャンルに属する⼈々を、「芸術」という名の下に、⼀つに束ねる機会と


































































こ の よ う に
みてみると、オ
リンピックにお


















































《オリンピック東京大会讃歌》(A) 佐藤春夫 清水脩 開会式

























実態に 近 い と 思 い ま
す。開会式の式次第が
決まった時の新聞記事



























もに「三⼈の会」を結成していた團伊玖磨が 1924 年⽣まれ、芥川也⼨志が 1925 年⽣まれ
と、いずれもオリンピック開催時点で 30 代でした。特筆すべきなのは、作曲界の状況を概
観するようなこの時期の新聞記事をみてみると、作曲家を世代別に整理し、20 代、30 代の










































2.2 松本清張の『砂の器』に映し出された 1950～60年代の日本の空気感 















































































⽻仁進、吉⽥直哉といったメンバーが参加して 1958 年 11 ⽉に旗揚げされました。翌 1959


























































年 10 ⽉ 11 ⽇付）。また三島由紀夫（1925-1970）は、⽇光を浴びて光るブラスバンドの楽器
にいたく⼼をひかれたようですが、その⼀⽅で「電⼦⾳楽」については、「これとくらべる
と、天皇御⼊場のときの梵鐘の電⼦⾳楽は、実に不似合いなものであった」と切り捨ててい
































































デー毎⽇』1964 年 10 ⽉ 23 ⽇号）と書き、ここにある種の諧謔感を読み取っていますが、




























式で必ず演奏されることになっているお馴染みの曲です。元々は 1896 年の第 1 回アテネ⼤
会のために作られた曲だったのですが、⻑いこと楽譜が⾏⽅不明になっていました。その
《オリンピック讃歌》のピアノ伴奏版の楽譜だけが 1958 年に発⾒されたのです。東京⼤会































や く か ら応
援歌な ど の
ス ポ ー ツ 関
連楽曲を数
多く⼿が け
























《紺碧の空》(早稲田大学応援歌) 1931 住　治男 早稲田大学応援団
《日米野球行進曲》 1931 久米正雄 読売新聞社
《都市対抗野球行進歌》 1934 小島茂蔵 東京日日新聞社（歌詞は懸賞公募）
《大阪タイガースの歌（六甲おろし）》（阪神タイガース応援歌） 1936 佐藤惣之助 阪神電鉄
《巨人軍の歌（野球の王者）》 1939 西條八十 読売新聞社
《スポーツ・ショー行進曲》 1947 - 日本放送協会（NHK）
《栄冠は君に輝く》(全国高等学校野球大会の歌) 1948 加賀大介 朝日新聞社（歌詞は懸賞公募）
《ドラゴンズの歌》（中日ドラゴンズ応援歌） 1950 小島　清 中日新聞社（歌詞は懸賞公募）
《巨人軍の歌（闘魂こめて）》 1963 椿　三平 読売新聞社（歌詞は懸賞公募）
担当しているのですが、《⽇⽶野球⾏進曲》だけは、「特に作 
曲家⾃⾝が指揮をして」演奏されました（独唱と合唱はバリトン歌⼿の内⽥栄⼀とヴォーカ




















































いるのです。朝⽇新聞社が同年 4 ⽉ 17 ⽇付の紙⾯で歌詞を募集し、5 ⽉ 6 ⽇付の紙⾯には、
48,581 通の応募作の中から⼀等当選 1 編、優秀作品 5 編が発表されています。⼭⽥の曲は
その 2 ⽇後の 5 ⽉ 8 ⽇付の紙⾯にははやくも発表され、翌 9 ⽇には中野忠晴を独唱者とし
表5　夏の甲子園大会の歌・三代
制作年代 作詞者 作曲者
《全国中等学校優勝野球大会の歌》 1926 福武周夫 信時　潔
1926年3月9日付朝日新聞紙上で歌詞
懸賞募集、7月1日発表
《全国中等学校優勝野球大会行進歌》 1935 富田砕花 山田耕筰 1935年7月30日付朝日新聞紙上で発表











































































































































































































































































































『週刊⼤衆』1968 年 9 ⽉ 5 ⽇号、宗左近「三波春夫後
援会 国⺠的な⼈気歌⼿を教祖と崇める親衛隊」、『週




























































































1964 年のオリンピック東京⼤会の少し後の 1968 年あたりの時期、学⽣運動や市⺠運動
の嵐が吹き荒れたこの時期が、政治という⾯での画期になっただけでなく、⽇本の⽂化や社
会にとって⼤きな分⽔嶺になったということは、すでにいろいろな形で論じられています。
私⾃⾝も拙著『感性⽂化論：〈終わり〉と〈はじまり〉の戦後昭和史』（春秋社、2017）にお
いて、そのような観点から戦後史の⾒直しを提唱し、第⼆次⼤戦直後から 1968 年までの時
期はむしろ、戦前の⽂化のパラダイムの延⻑線上にとらえた⽅がよい部分が多いというこ
とを主張し、そのようなあり⽅が 1968 年前後から雪崩を打つように変質しはじめる、そん
な状況を描き出しました。そういう意味では 1964 年のオリンピック東京⼤会は、⽇本にと
って新しい時代のはじまりだったというよりは、戦前からの旧秩序の最後の輝きだったと
⾔ってもよいのかもしれません。 
 
5 むすびにかえて 
最後に、この「国⺠⾳楽」をめぐる話と、最初にお話しした「芸術競技」の話、⼀⾒した
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ところだいぶ違う局⾯に関わる話のように思われるかもしれないのですが、この両者には
実はかなりつながりのある部分があるのではないかということをお話しして、今⽇の結び
にしたいと思います。⼭⽥耕筰などが希求していた「国⺠⾳楽」は、ある意味で⾮常に中間
的な性格のものでした。⾳楽の専⾨家として芸術的価値を⽬⼀杯追求するのではなく、むし
ろそれについてゆけないような⼈々の側に寄り添ってゆくことで「国⺠」が共有できる⽂化
を確保しようとする、そんな⽅向の動きだったと⾔って良いでしょう。それに対して、その
ような「国⺠⾳楽」を⽬の敵にした黛などの場合には、そのような⽅向性を、芸術⾳楽の価
値を毀損してきたものとみなしてその部分を切り捨て、徹底化をはかることで芸術⾳楽の
最前線にたつことを⽬指すという⽴場をとりました。しかしそのことで、黛⾃⾝は時代の寵
児になったものの、その延⻑線上で⼤衆には理解できないような最前線の⾳楽を提供する
道を選んだその後の「現代⾳楽」が（いささか悪い⾔い⽅をしてしまえば）⼤衆から離反し、
その⽀持を失ってゆくきっかけを提供するようなことになったということにもなるでしょ
う。 
ここには、近代オリンピックの展開の中で、⼈間の体⼒や運動能⼒を極限にまで⾼める
ことを求めてゆくことが追求されるようになっていった結果、総合的な⼈格形成をかかげ
たアマチュアリズム的な部分が空洞化せざるをえなくなった、そういう状況と構造的には
きわめて似たところがあるのではないかという気がしています。そこには⻄洋的な「近代」
のもっている根本的な問題、つまり、分業化や専⾨化、効率化を追求してゆくと、その結果
としてある種の蛸壷化に陥らざるをえない、というような問題が、それぞれに形を変えてあ
らわれているとみることができるのではないでしょうか。もちろん、それに対する何らかの
解決策をいまただちに提⽰できるなどというものではありませんが、オリンピックを切り
⼝として考えることが、⽂化や芸術について、国家や国⺠について、そこに孕まれているい
ろいろな問題を根柢から考え直すことにつながっているということを、あらためて感じさ
せてくれるのではないでしょうか。 
（本稿は、2019年 12⽉ 14⽇に遠⼭⼀⾏記念⽇本近代⾳楽館主催の主催で⾏われたレクチャーコンサート「オリンピッ
クと⾳楽」の講演原稿に、当⽇時間の関係で割愛した部分なども加えて再構成したものです）
（本学教授　音楽教育）
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